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ターゲット

銀の需給ギャップ拡大 銀リサイクル需要の拡大、しかし…

市場規模
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⚫ 近年は需給ギャップが拡大（データセンター、太陽光
向け需要増による）

⚫ 世界中の主要鉱山が、ライフサイクルの高度な段階に
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⚫ 処理負担の大きい硝酸が、銀リサイクルの障害に

⚫ 硝酸濃度が高いため、直接放流 や 一般的な下水処
理手段（生物的処理）の利用は適用困難

リサイクル率 27%※1 15%※2

※1 World Gold Council 2024

※2 Cespi et al. 2025
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【中長期トレンド】 太陽光パネル排出量増加にともなう銀リサイクルの必要性浮上

⚫ 設備寿命を迎え、2040年以降には排出量のピーク（最大50万トン/年）を迎える※1

⚫ 太陽光パネル電極に銀ペーストが使用されており、上記ピーク時には1,000トン/年の銀が排出される見通し※2

※1 経済産業省・環境省 『太陽光発電設備の廃棄・リサイクルをめぐる状況及び論点について(資料3)』 2024より
※2 太陽光パネル1枚が20kg、発電出力250W、銀含有量を0.2g/Wと仮定した場合

廃棄された太陽光パネル、イメージ図
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銀リサイクルの主な工程※とターゲット

※湿式プロセスの場合

収集・運搬
液化

(酸溶解)
分析 精製

銀回収

酸廃液処理
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想定課題

廃液処理の経済的負担 高濃度硝酸の処理は困難 銀回収の事業機会損失
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ソリューション

◼廃棄負担が大きい濃硝酸 (HNO3)の有価物化 / 無害化

収集・運搬
液化

(酸溶解)
分析 精製

銀回収

酸廃液処理

Ag (スクラップ銀) AgNO3

Ag (銀)

HNO3 NH3 or N2

HNO3 (硝酸)

酸廃液 有価物化 or 無害化
従来の課題

• 廃棄の経済負担が大きかった

• 負担ゆえに銀回収事業の機会
損失を生んでいた

本技術
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電気化学的プロセスによる硝酸の還元

原理 現行法に対する競争優位性

処理速度

投資回収期間
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産廃引取 本技術

小

長
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生物処理*

⚫ 電気化学的な硝酸の還元反応

⚫ 触媒活性の高い金属ナノクラスター（次ページ）

⚫ 設備あたりの処理能力に優れた触媒反応が、経済的
に有利になりえる
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主な研究成果

特徴 実績

金属クラスター
≒1 nm

金属ナノ粒子
≒100 nm

バルク

従来の触媒サイズ本技術

機能

用途

⚫ 触媒活性
⚫ 発光特性
⚫ キラリティーの発現

⚫ 硝酸塩還元反応
⚫ 水素生成反応
⚫ 酸素還元反応
⚫ 二酸化炭素還元反応
⚫ エタノール酸化反応

Gen1 Gen2
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※ファラデー効率：流れた総電気量 (電流)のうち物質生成に使われものの割合
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想定パートナー（例）

◼貴金属メーカー様

◼貴金属リサイクル事業者様

◼排水処理設備サプライヤー様

◼肥料（アンモニア）メーカー様
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End of the Document
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